
JP 2018-517334 A5 2019.4.11

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成31年4月11日(2019.4.11)

【公表番号】特表2018-517334(P2018-517334A)
【公表日】平成30年6月28日(2018.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2018-024
【出願番号】特願2017-554574(P2017-554574)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  74/08     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/14     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   74/08     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   16/14     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   84/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月26日(2019.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定することと、を備え、
　ここにおいて、前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）期間を決定することを備え、
　ここにおいて、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に
は第１の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにあ
る場合には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持
続時間より多い、
　方法。
【請求項２】
　前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定することを備え、
　ここにおいて、前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのない
ＣＣＡプロシージャを備える、または、ここにおいて、前記決定されたＣＣＡプロシージ
ャは、リニアランダムまたは指数バックオフプロシージャを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定することをさらに備
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える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャのた
めの第１の範囲パラメータを選択することと、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャのた
めの第２の範囲パラメータを選択することと、をさらに備え、ここにおいて、前記第２の
範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１の範
囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから受信
される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定することを備え、ここにおいて、前記アップリ
ンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信することをさらに備え
、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信されたシグナリ
ングに少なくとも一部基づいて特定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための手段と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定するための手段と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）期間を決定するための手段と、を備え、
　ここにおいて、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に
は第１の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにあ
る場合には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持
続時間より多い、
　装置。
【請求項９】
　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定するための手段を備え、
　ここにおいて、前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、バックオフプロ
シージャのないＣＣＡプロシージャを決定するために動作可能である、または、ここにお
いて、前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、リニアランダムまたは指数
バックオフプロシージャを決定するために動作可能である、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するための手段をさ
らに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
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　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャのた
めの第１の範囲パラメータを選択するための手段と、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャのた
めの第２の範囲パラメータを選択するための手段と、をさらに備え、ここにおいて、前記
第２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第
１の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこか
ら受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、請求項９に記載の装置
。
【請求項１２】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備える、請求項８に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための手段は、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備え、ここにおいて、前記ア
ップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、請求項
８に記載の装置。
【請求項１４】
　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するための手段をさら
に備え、ここにおいて、前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、前記受信され
たシグナリングに少なくとも一部基づいて前記認可スペクトルを特定するために動作可能
である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１～請求項７のうちのいずれか一項の方法を実行するための命令を備える、コン
ピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　[0124]　本書での説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするため
に提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとなり、本書
で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱しないで他の変形に適用され得る。
このため、本開示は、本書に説明された例および設計に限定されるべきではなく、本書に
開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最も広い範囲が付与されるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定することと、を備える方法。
[Ｃ２]　前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）期間を決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１の
持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に
は第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間よ
り多い、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、



(4) JP 2018-517334 A5 2019.4.11

　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡプ
ロシージャを備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフプ
ロシージャを備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ７]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定することをさらに備
える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択することと、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャのた
めの第２の範囲パラメータを選択することと、をさらに備え、ここにおいて、前記第２の
範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１の範
囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから受信
される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ９]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定することを
さらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアは、前記ＵＥが前記スタンドアロン動作
モードであることの前記決定に少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定することを備え、ここにおいて、前記アップリ
ンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ１２]　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信することをさ
らに備え、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信された
シグナリングに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１５]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための手段と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定するための手段と、を備える装置。
[Ｃ１６]　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡ期
間を決定するための手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１
の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合
には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間
より多い、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定するための手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、バックオフプロシージ
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ャのないＣＣＡプロシージャを決定するために動作可能である、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、リニアランダムまたは
指数バックオフプロシージャを決定するために動作可能である、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するための手段をさ
らに備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択するための手段と、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択するための手段と、をさらに備え、ここにおいて、前記第
２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１
の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから
受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための前記手段
は、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備える、Ｃ１５に記載の
装置。
[Ｃ２４]　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定するための
手段をさらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、前
記ＵＥが前記スタンドアロン動作モードであることを決定するために動作可能である、Ｃ
２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための手段は、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備え、ここにおいて、前記ア
ップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、Ｃ１５
に記載の装置。
[Ｃ２６]　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するための手
段をさらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、前記
受信されたシグナリングに少なくとも一部基づいて前記認可スペクトルを特定するために
動作可能である、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、を備え、ここにおいて、前記プロセッサは、　
アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定することと、をするように構成されている、装置。
[Ｃ３０]　前記プロセッサは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡ期
間を決定するように構成されている、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１
の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合
には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間
より多い、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記プロセッサは、
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　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定するように構成されている、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡ
プロシージャを備える、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフ
プロシージャを備える、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記プロセッサは、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するように構成され
ている、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記プロセッサは、
　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第１の範囲パラメータを選択することと、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択することと、をするように構成されており、ここにおいて
、前記第２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、
前記第１の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可が
そこから受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ３４に記載の
装置。
[Ｃ３７]　前記プロセッサは、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するように構成されている、Ｃ２９に記載
の装置。
[Ｃ３８]　前記プロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定するように構成され
ており、ここにおいて、前記ソースキャリアは、前記ＵＥが前記スタンドアロン動作モー
ドであることの前記決定に少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記プロセッサは、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するように構成されており、ここにおいて、前
記アップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、Ｃ
２９に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記プロセッサは、
　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するように構成されて
おり、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信されたシグ
ナリングに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ３９に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ４１に記載の装置。
[Ｃ４３]　プロセッサによって実行可能である命令を記憶するための非一時的なコンピュ
ータ可読媒体は、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための命令と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定するための命令と、を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４４]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて
ＣＣＡ期間を決定するための命令をさらに備える、Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュー
タ可読媒体。
[Ｃ４５]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１
の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合
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には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間
より多い、Ｃ４４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４６]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて
ＣＣＡプロシージャを決定するための命令をさらに備える、Ｃ４３に記載の非一時的なコ
ンピュータ可読媒体。
[Ｃ４７]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡ
プロシージャを備える、Ｃ４６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４８]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフ
プロシージャを備える、Ｃ４６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４９]　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するための
命令をさらに備える、Ｃ４８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５０]　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択するための命令と、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択するための命令と、さらに備え、ここにおいて、前記第２
の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１の
範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから受
信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ４８に記載の非一時的な
コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５１]　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するための命令をさらに備える、
Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５２]　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定するための
命令をさらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアは、前記ＵＥが前記スタンドアロ
ン動作モードであることの前記決定に少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ５１に記載
の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５３]　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するための命令をさらに備え、ここに
おいて、前記アップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御
される、Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５４]　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するための命
令をさらに備え、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信
されたシグナリングに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ５３に記載の非一時的なコ
ンピュータ可読媒体。
[Ｃ５５]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５６]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ５５に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
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